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視 察 項 目 移住定住の取組みについて 

視察参加議員 笹栗純夫、堀田勉、谷口一成、小島忠義、三嶋栄幸、栁明夫、岡村一伸、高橋徹郎 

視察随行職員 岩田英昭 

視察概要 

１.総括 

香美市は、平成１８年に香美郡土佐山田町、香北町、物部村の合併により新設された市で、人口は２万７千

人、面積は約５３７㎢である。市の面積の８７％が森林で、人口は国勢調査の数値では昭和４０年の３９，２３８人

から毎年減少を続けている。 

 

２.移住・定住の取組み 

香美市では、人口減少に歯止めをかけるために、市として移住定住推進に取組んでいる。 

①平成２４年度より“空き家バンク”登録のため、非常勤職員１名をおいて空き家調査を実施。 

 市内全戸数１０，４００戸のうち空き家が約１，４００戸で、空き家バンク登録数は約５０戸。 

②平成２５年度より「NPO法人いなかみ」に移住相談業務等の定住促進業務を委託。 

移住体験ツアー、大阪や東京での移住相談会の実施 

移住定住促進ホームページの運営 

元県職員住宅を活用し整備したお試し移住体験住宅（１棟：５世帯）の運営 

③平成２７年度より「定住促進協議会」を発足。メンバーは市役所、商工会、観光協会、銀行、社協、ＪＡ、林業

関係者、不動産業者、ハローワーク、ＮＰＯなど。 

④平成２７年度より定住推進課（７名）を設置し、地域づくり支援員（６名）やＮＰＯと連携して移住定住推進に

取組んでいる。 

⑤空き家バンクに登録した物件に入居すると、県外からの移住者には１００万円、県内からの移住者には５０

万円を上限に、家のリフォーム補助金を支給。 

条件は、５年以上定住すること、及び市内建設業者を使う事。⇒平成２７年度実績：６件中２件が利用。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.取組みの成果 

①平成２７年度  

・移住相談目標１００組以上 ⇒ 相談件数実績：１５４組 

・移住者数目標２０組以上 ⇒ 移住者数実績：２３組３８人（内：ＮＰＯ経由：１１組１８名） 

・空き家バンク登録目標１０件以上 ⇒ 登録件数実績：１２件 

②ＮＰＯ法人に委託したことにより、移住相談者のニーズに応じた柔軟な対応が可能となり、土日でもフレキシ

ブルに動けるようになったとのこと。行政は公平性が特に求められるため、柔軟な対応が難しい。 

なお、建物所有者の個人情報収集などについては市が担当している。 

また、ＮＰＯでは移住後の相談にも応じている。 

③定住促進協議会と連携し、移住ツアー「香美市の求人募集企業を訪問するツアー」や「農とナニカのはじめ

方ツアー」を実施している。移住希望者の課題である「住む所、働く所」などニーズに応じて対応している。 

 

４.課題 

①空き家はあるが、なかなか空き家バンクに登録してもらえない。 

②市街化調整区域での店舗・商売が出来ない。 

 

意見（本市にとって活用すべき事項・課題など） 

１.人口減少が続く校区毎に目標設定（移住相談件数、移住者数、空き家バンク登録など）をすべきではない

か。  

２.空き家の賃貸・売買を促すために、地域を限定し（例：人口減少が続く校区）リフォーム補助金を設置すべ

きではないか。  

３.定住促進協議会を設置するなど、もっと民間の活力を活用すべきでは。 

４.ＮＰＯなどに定住促進業務を委託することも検討すべきではないか。 

 

 

 

ＮＰＯ法人に運営委託している移住応援サイト 移住体験ツアーパンフレット 

お試し移住体験住宅（元県職員住宅） ＮＰＯ法人による移住定住相談の拠点と 
なる移住定住交流センター（元保育園） 


